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【
が
ん
ば
っ
てM

A
SSE！

】

 

㈱
二
口
印
刷

【
60
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
サ
イ
ト
を
提
供
し

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
の
中
核
を

◆
経
営・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
も
う
！

【
深
化
への
挑
戦
】

印
刷
製
造
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
編 

㈱
渡
辺
護
三
堂

凸
版
の

も
の
づ
く
り
を

極
め
る
！

【
特
集
／
新
春
恒
例
「
年
男
座
談
会
」】

乙
未
の
年
、

経
営
ビ
ジョン
を
語
る

◆
売
上
U
P
に
直
結
す
る“

ほ
め
育”

大阪府印刷工業組合が
創立60周年を迎えました
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支部だよりINFORMATION

　恒例の南親支部ゴルフコンペを１１月２３日
に開催しました。絶好の秋晴れのもと奈良
シプレカントリーにて３組１１名の参加。

南親ゴルフ会コンペ 南親支部

　しかし…荒川社長
がゴルフ場に来てか
ら急な「ギックリ腰」に
…。あらら…大変なこ
とに。そんな状況です
がキャディさん貸切
でも良いからとご無
理を言ってプレーをし
ていただきましたが、
しっかり３位に食い込
んで来られましたの
はさすが！！・・・。
　優勝は中山社長（大

阪国文社）、２位は岡本社長（岡本印刷）、３位
は荒川社長（荒川印刷）が獲得されました。

（アート盛上げ印刷㈱ 山田哲男）

　生栄支部は１２月１１日（木）ＪＲ桃谷駅前に
ある「とびこめ寿司」にて午後６時より総会

を開き１５名が参加した。金子氏の司会によ
り開会。初めに高橋支部長が挨拶。平成２６
年度事業報告・事業計画の発表があり続い
て委員会報告は、ＣＳＲ委員会より金子氏、
組織活性委員会より原田氏、教育委員会よ
り高橋氏が行った。質疑応答後、全員の了
承を得、総会は閉会した。
　続いて情報交換会を大宅氏の乾杯の発
声でスタート。恒例のてっちりが目の前に
並ぶ。鍋が温まるのが待ち遠しい。出来上
がったふぐの身に舌鼓を打ちながら会話

平成２６年度 秋季総会（情報交換会）を開催 生栄支部

は弾む。大いに交流を深め和やかな雰囲気
の中、塩田氏の一本締でお開きとなった。

（生栄支部事務局）

委員会レポートINFORMATION

　第４回教育・研修委員会（山本順也委員
長）が12月15日（月）18時より「炭味家」で開
かれ１６名が出席した。まず、討議事項では、
各グループの進捗状況等について報告。
「見える化」グループについては森内副委
員長より説明。セミナー案内についてはプ
リオ１月号でお送りする予定である。役割分
担表・当日スケジュールについて資料案に
基づき決定した。「教育・研修」グループにつ
いては池下副委員長より説明。12月12日
（金）「“ほめ育”実践セミナー」を開催し、39
名の方が出席した旨を報告した。「ＭＵＤ」グ
ループについては山本委員長より説明。
「10月17日（金）ＭＵＤ無料セミナーを開催
し、29名が出席した。11月21日（金）ＭＵＤ
表彰式とセミナーを開催し、61名が出席し
た。12月6日（土）、7日(日)に開催したＭＵＤ
検定は2級11名、3級74名が受験した。」旨
の報告を行った。引き続き、報告依頼事項
では、①「全印工連アドビテクニカルセミ
ナー冬の陣」開催について作道副理事長よ

り報告を行った。「アドビテクニカルセミナー
冬の陣」は、平成27年1月22日（木）13時～
17時、大阪印刷会館で開催。年に2回開催
されるアドビテクニカルセミナーの1つで、
主に「全印工連ライセンスプログラム」に参
加された方のフォロー事業として開催して
いるセミナーである。内容については案内
の通りでIllustrator、PhotoshopのCC各
セッション、Creative Cloudの最新動向
と質疑応答の４時間で開催する。特にオペ
レーターの方で新しい使い方を学びたい
方にとっては有効になるのでぜひともご参
加いただければと思っている。アドビシステ
ムズ社から講師を招いているので、困った
こと等があれば直接質問し問題解決してい
ただきたい。②ＭＵＤ無料セミナーについ
て（10月17日開催分）③ＭＵＤグランプリ
表彰式・セミナー開催結果（11月21日開催
分）④「教育・研修」セミナー実施報告（12月

12日開催分）⑤委員会ゴルフコンペ結果に
ついては原田幹事より報告が行われた。最
後に事務局より「経営者保険Ｊタイプ」につ
いて報告が行われた。

　次回の委員会は平成27年2月9日（月）
18時より（場所：大阪印刷会館）。以上で議
事は終了し、鎌田幹事の乾杯で懇親会へと
移った。委員間で様々な意見交換が行われ
た後、原田幹事の閉会の挨拶で20時30分
に閉会となった。         　    （報告：事務局）

教育・研修委員会

各種セミナーについて
報告、討議

優勝の中山社長

東和印刷㈱ 大宅氏 ㈱新進社 高橋氏

スタート前の集合撮影

アウト９番ホールから望む
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入
社
5
年
目
ま
で
の
新
人
紹
介
ペ
ー
ジ
で
す

　

私
た
ち
大
阪
人
は
神
様
を
隣
の
お
っ

ち
ゃ
ん・お
ば
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
る
よ

う
に
気
安
く「
住
よ
っ
さ
ん
」「
え
べっ
さ

ん
」「
天
神
さ
ん
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
商
人
の
町
大
阪
人
が
持
つ
人
情

味
豊
か
な
親
し
み
あ
る
表
現
で
す
。

　
『
一
年
の
計
は「
住
よ
っ
さ
ん
」に
あ

り
』と
住
吉
大
社
に
お
参
り
す
る
人
は

三
が
日
で
2
0
0
万
人
と
全
国
で
10

指
に
入
る
ほ
ど
の
参
詣
人
が
あ
り
ま

す
。さ
て
住
吉
大
社
は
ど
な
た
を
お
祀

り
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、「
え
べっ
さ

ん
」は
商
売
繁
盛
の
神
さ
ん
、「
天
神
さ

ん
」は
学
問
の
神
さ
ん
菅
原
道
真
公
と

答
え
ら
れ
ま
す
が「
住
よ
っ
さ
ん
」は
あ

ま
り
知
ら
ず
に
参
詣
す
る
人
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
住
吉
大
社
の
社
史
に
書
か
れ

て
い
る
創
建
の
い
わ
れ
を
調
べ
て
み
ま

し
た
。創
建
者
は
神
功
皇
后
で
西
暦

2
1
1
年
に
こ
の
地
住
吉
に
鎮
座
さ

れ
、平
成
23
年（
2
0
1
1
）に
は
鎮
座

1
8
0
0
年
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
祀
は
海
の
神（
底
筒
男
尊・中
筒
男

尊・表
筒
男
尊
）の
三
神
と
創
建
者
の

神
功
皇
后
で
す
。三
神
に
つ
い
て
古
事
記

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。火

の
神
を
生
ん
だ
た
め
亡
く
な
っ
た
イ
ザ

ナ
ミ
の
ミ
コ
ト
の
い
る
黄
泉
の
国
へ
亡
き

妻
の
姿
を
追
っ
て
訪
れ
た
イ
ザ
ナ
ギ
の

ミ
コ
ト
は
現
世
へ
帰
って
穢
れ
を
落
と
す

た
め
に
、海
辺
の
聖
地
で
海
中
に
潜
って

禊
ぎ
を
し
ま
す
。そ
の
際
多
く
の
神
々

と「
底
筒
男
尊・中
筒
男
尊・表
筒
男

尊
」の
海
の
神
三
神
が
生
ま
れ
ま
し

た
。そ
し
て
最
後
に
天
照
大
神・月
読

神・ス
サ
ノ
オ
の
ミ
コ
ト
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
住
吉
大
社
創
建
者
の
神
功
皇

后
は
、14
代
仲
哀
天
皇
の
皇
后
で
、こ
の

仲
哀
天
皇
の
御
代
に
九
州
に
勢
力
を

も
つ
熊
襲
は
朝
廷
に
謀
叛
を
起
こ
し
ま

す
。こ
れ
を
征
伐
す
る
た
め
に
天
皇
は

皇
后
と
共
に
遠
征
さ
れ
、自
ら
熊
襲
を

討
と
う
と
し
ま
し
た
が
敵
の
矢
に
当
た

り
九
州
の
地
で
亡
く
な
り
ま
す
。そ
の

頃
ヤ
マ
ト
政
権
と
親
交
の
あ
る
朝
鮮
の

百
済
国
が
、熊
襲
と
手
を
結
ん
で
い
た

新
羅
国
に
侵
略
さ
れ
た
た
め
、神
託
を

受
け
ら
れ
た
神
功
皇
后
は
九
州
よ
り

新
羅
征
伐
に
軍
船
を
率
い
て
出
兵
し

ま
す
。朝
鮮
に
渡
っ
た
神
功
皇
后
率
い

る
ヤ
マ
ト
軍
は
、ほ
と
ん
ど
戦
う
こ
と
な

く
新
羅
国
を
征
伐
し
て
帰
国
し
ま
す
。

九
州
に
凱
旋
し
た
皇
后
は
大
和
の
国
に

帰
ら
れ
る
途
中
墨
江
の
津
に
上
陸
さ

れ
、皇
后
は
朝
鮮
よ
り
無
事
帰
還
で
き

た
の
は
、海
の
神
の
ご
加
護
で
あ
る
と

住
吉
の
地
に
三
神
を
祀
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
皇
后
を
併
せ
て
お
祀
り
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
住
よ
っ
さ
ん
」の
お
参
り
は
、ま
ず

反
り
橋（
太
鼓
橋・淀
君
奉
納
）を
渡
る

と
神
域
で
す
。左
側
に
手
水
が
あ
り
兎

口
よ
り
出
る
水
で
口
を
す
す
ぎ
ま
す
。

続
い
て
珍
し
い
四
角
柱
の
石
鳥
居

を
く
ぐ
る
と
開
け
た
境
内
で
奥
よ

り
第
一
本
宮
底
筒
男
尊・第
二
本

宮
中
筒
男
尊・第
三
本
宮
表
筒
男

尊
と
縦
一
列
に
並
び
、第
三
本
宮

の
横
並
び
に
第
四
本
宮
神
功
皇

后
を
祀
り
住
吉
四
社
大
明
神
と

崇
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
大
阪
府
下
の
各
地
区

で
は
か
つ
て
農
村
の
名
残
で
も
あ

る
農
作
物
の
豊
年
感
謝
祭
が
行

わ
れ
ま
す
が
、都
会
で
は
夏
の
盛
り

に
は
疫
病
、害
虫
が
発
生
、あ
る
い
は
台

風
等
に
よ
る
水
害
な
ど
が
起
こ
る
の
は
、

悪
霊
の
疫
神
に
よ
る
も
の
と
思
い
、こ
れ

を
鎮
め
る
た
め
夏
の
盛
り
に
祭
り
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。住
吉
大
社
で
は
旧

暦
6
月
末
に
各
地
で
も
見
ら
れ
る「
茅

の
輪
」を
く
ぐ
って
厄
災
か
ら
の
が
れ
、

私
達
が
犯
し
た
罪
や
け
が
れ
を
払
う

神
事
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、明

治
以
後
は
新
暦
７
月
31
日
に「
夏
越
の

大
祓
」と
し
て
大
阪
の
最
後
を
飾
る
祭

り
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ち
な

み
に
天
神
祭
も
菅
原
道
真
公
の
生
誕

が
承
和
12
年（
8
4
5
）６
月
25
日
で

あ
る
の
で
、こ
れ
も
6
月
に
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、新
暦
７
月
25
日
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
変
わ
って
い
ま
す
。

〈
参
考
／『
住
吉
大
社
』学
生
社・『
古
事

記
』岩
波
書
店
〉

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪
50

連

載

一
年
の
計
は「
住
よっ
さ
ん
」に
あ
り

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

（
イ
ラ
ス
ト 

松
葉
健
）

じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

そ
こ
つ
つ
お
の
み
こ
と

な
か
つ
つ
お
の

お
も
て
つ
つ
お
の
み
こ
と

み
こ
と

よ
み
の
く
に

け
が

み
そ

く
ま
そ

な
ご
し

お
お
は
ら
え

人人
材財

ウ
チ
の
イ
チ
押
し
君

■
出
身
地
／
大
分
県
大
分
市　

■
ニッ
ク
ネ
ー
ム

／
だ
い
ご　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
印
刷
業
と

い
う
分
野
に
つ
い
て
、興
味
が
あ
っ
た
た
め　
■
仕
事

内
容
／
営
業
職　

■
仕
事
の
や
り
が
い
／
お
客
様

と
様
々
な
会
話
の
中
で
、新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と　

■
趣
味
／
映
画
鑑
賞　

■
特
技

／
硬
式
テ
ニ
ス　
■
好
き
な
言
葉
／
過
去
は
過
去
、

今
は
今　

■
20
年
後
の
自
分
／
お
客
様
に
愛
さ

れ
、信
頼
さ
れ
る
営
業
マ
ン
に
な
って
い
る　

■
ひ
と

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
様
々
な
シ
チ
ュエ
ー
シ
ョ
ン
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
営
業
マ
ン
に
な
れ
る
よ
う
日
々
、努
力

し
て
い
き
ま
す
！

長
友 

太
吾 

さ
ん

福
島
支
部

（
久
留
米
印
刷
株
式
会
社 

勤
務
／
入
社
2
年
目
）

な

が

と

も

だ

い

ご

笑
顔
に
は
、

自
信
あ
り
ま
す
！

■
出
身
地
／
大
阪
府　

■
ニッ
ク
ネ
ー
ム
／
ユ
ウ
ス

ケ　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
家
業
で
あ
る
と
共

に
、多
く
の
業
界
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め　

■
仕
事
内
容
／
営
業　

■
仕
事
の
や
り
が
い
／
ご

提
案
し
た
も
の
が
カ
タ
チ
と
な
り
、納
品
時
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と　

■
趣
味
／
総
合
格

闘
技
、筋
ト
レ　

■
特
技
／
料
理　

■
好
き
な
言

葉
／
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、人
に
施
す
こ
と
な
か
れ

■
20
年
後
の
自
分
／
強
い
意
志
を
持
っ
た
経
営
者

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
日
々
精
進
し
ま
す
！

な

か

が

わ

ゆ

う

す

け

「
柔
軟
体
操
」

 

は
じ
め
ま
し
た
！

中
川 

祐
輔 

さ
ん

 

福
島
支
部

（
株
式
会
社
中
川
印
刷
所 

勤
務
／
入
社
1
年
目
）

■
出
身
地
／
大
阪
府
大
阪
市　

■
ニッ
ク
ネ
ー
ム

／
カ
ッ
チ
ャ
ン　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
生
地

業
界
で
培
っ
た
知
識
を
印
刷
業
界
へ
活
か
し
た
く
転

身
し
ま
し
た　

■
仕
事
内
容
／
営
業　

■
仕
事
の

や
り
が
い
／
一つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み　

■
趣
味
／

読
書・映
画
鑑
賞・ド
ラ
イ
ブ　
■
特
技
／
料
理
？

■
好
き
な
言
葉
／
謙
虚
な
気
持
ち
で
感
謝
を
忘
れ

ず
に　

■
20
年
後
の
自
分
／
元
気
で
活
動
し
て
い

ま
す・・・　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
い
つ
も
求
め
ら

れ
る
自
分
で
あ
り
た
い
！

勝
亦 

祥
文 

さ
ん

 

福
島
支
部

（
武
正
株
式
会
社 

勤
務
／
入
社
3
年
目
）

か

つ

ま

た

よ

し

ふ

み

常
に
お
客
様
の

気
持
ち
に
な
っ
て
！

進化する無公害印刷方式
「アドフレックス」印刷



　僕とゴルフとの出会いはそ
う早くなく３０歳頃のことです。
子供のころから父親のゴルフ
道具がすぐそばにありました
が、まったく興味が湧きません
でした。ゴルフを真剣に始める

きっかけとなったのは、初めて参加したゴルフコン
ペでした。景色のよさ、同伴者の打つ球が風を切り
グリーンにのっていく様子にとても感動したことを
今でも覚えています。その当時の自分は止まった球
を打つだけなのにまっすぐ飛ばすことすらできませ
んでした。少しでも上手くなりたいと思い、プロから
レッスンを受けてゴルフの楽しさ、難しさ、マナー、
練習方法を学びました。３５歳の頃ホームコースを

持ち、毎週日曜日はほぼ欠かすことなく、今日までラ
ウンドをしています。ゴルフにめぐり合ったことでたく
さんの友人を作ることができました。職業も年齢も
違う友人と海外旅行、家族ぐるみのお付き合い、
新年会、忘年会など1年を通し楽しむことができま
す。またゴルフのためにトレーニングジムに行くな
ど、いろいろ新しい出会いの場を作ることができま
した。仕事も遊びもどこまで自分がのめり込めるか
が一番大事で、職人になることが大切だと僕は
思っています。これからもゴルフ職人になれるように
日々 楽しみながら努力していきます。
　ゴルフが楽しくてたまらないという同志の方！
ぜひ、誘ってください！一緒に楽しくプレーしましょう！
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ぼく、チビ丸
北支部 東京在住猫  山岡チビ丸

　ぼく、“チビ丸”。9年前の雨の日にメグミ姉ちゃん

に拾ってもらったんよ。それから1年、千葉の市川っ

ちゅうとこに住んでてんけど、その後引っ越して今

は、江東区の清澄白河で家猫してま。

　では、僕の妹分を紹介しますわ。茶色いんが、

“ちゃちゃ”（そのまんまかい！）。白いほうが、“ねね”。

彼女らも、1年半前に、メグミ姉ちゃんが友達から

「どちらか一人、面倒見て」って、頼まれて預かって

きたんやけど、数日預かったらどっちか選べんように

なってしもて結局両方とも居座っとります。

　まぁ僕もずーっと一人やったんで、遊び友達がで

きてよかったんやけど、この狭い家に三人はちと多

いかなとも思うんですが。けど、この春には、宝塚の

でっかい家に引っ越せるみたいなんで楽しみにしと

ります。その折には、標準語しゃべるといじめられる思

うんで、関西弁勉強中です。ちなみに、人間家族は皆

関西出身なんで、関西弁の先生には事欠きまへん。

この原稿も関西弁で頑張ってます。どうでっか。

　では、暖かくなる頃には、関西猫になりますんでそ

の節は妹分共々皆様なにとぞよろしゅう頼んます。

う
ち

の
コ

自
慢

人間以外

見て見て！  うちのコ！  イヌ、ネコ、ウサギ、カメ、インコ、キンギョ、カブトムシ… etc.  愛しの家族自慢、大歓迎です。

vol.20

過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。

岩倉印刷紙業株式会社  岩倉 大介

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

ゴルフが僕の楽しみ

第二十弾

ぼく、チビ丸

ちゃちゃ＆ねね 勢ぞろい

何着せるだ

女子プロと一緒にプレー

愛用のゴルフ道具

ホームコースのグリーン

【原稿募集中！】【原稿募集中！】
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SEMINAR
2014年度D.D.S.S.「ファンサイト実践法」

　D.D.S.S.(デジタル・ドキュメント・サービ
ス研究会)は、ファンサイト有限会社 代表
取締役川村隆一氏によるセミナー「ファ
ンサイト実践法～ファンが集まるウェブ
マーケティング～」を実施した。川村氏は、
資生堂・イオングループ・キリンビール・
マツダ等で、企業コミュニケーションや
広報活動を手がけ、2002年4月ファン
サイト有限会社を設立した（ht tp : / / 
www.fun-site.biz/）。著書に「企業
ファンサイト入門」（日刊工業新聞社刊
2006年）、受賞履歴に経団連海外広報
センター最優秀デザイン賞「横浜銀行ア
ニュアルレポート」がある。ファンサイトでは、企業とファ
ン、ファンとファンが活発に交流する。一般的に商品流
通は、企業→流通→消費者の構造であるため、お互
いのロイヤリティが見えにくくなっている。「ファンサイ
ト」は、企業がメッセージをユーザーに伝えたり、ユー
ザー同士が自由に発言や会話を楽しむ交流の場とし
てウェブ上に存在し、企業とユーザーの距離を近づけ
るツールとして活用されている。事例として、数学検定
ファンサイト（http://mathcoacher.com）、ピース
ボートステーション（http://www.pbcruise.jp)な
どがある。また、andparty(http://andparty.jp)の
ように料理研究家などのパーティーマイスターとその
ファンが相互に「学ぶ」「作る」「食べる」「繋がる」場
を運営し、企業のコンテンツ開発やイベント、レシピ開
発など、パーティーマイスターに活躍の場を提供する
例もある。
　ファンサイト構築の主な要素は①ペルソナ②コンテ
ンツ③コンシェルジュである。「ファンサイト」では、サイ
トを訪れるユーザー像をペルソナと呼び、商品やサー

ビスを購入するファン像を絞り込む。そしてユーザー
ズボイス、アンケート、ブログ、メルマガなどのコンテン
ツで、ユーザーと対話できる仕組みを作る。さらにコン
シェルジュがファンサイト全体をナビゲートし、ユーザー
との対話で、意見や要望を収集する。コンシェルジュ
は、サイト内に存在し「名前」「性別」「年齢」「居住
地」「長所」「短所」「趣味」など具体的なプロフィール
を持ち、自立している。コンシェルジュは、中立の立場
で情報提供やトラブルなど、企業とユーザーの橋渡し
をする。「ファンサイト」を成功させるポイントは、ファン
を縛りつけず囲い込まず、緩やかな繋がりのもとで、
企業とファンの間に居心地の良い関係をつくることで
ある。そのためには、①ファンと熱気を共有する②ファ
ンが欲しいものを知る③ファンをえこひいきすることが
必要である。また、ファンサイトを運営する企業は、自
社商品を愛し、ユーザーと正しく向き合い、何よりも自
らが熱く語りかけることが重要である。自社サイトは熱
く語れているだろうか。

(報告／D.D.S.S.事務局）

川村 隆一氏講師：ファンサイト有限会社　代表取締役

大印工組 60周年記念セミナー

お問い合わせ・お申し込み：大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

時代を味方につけ、次代にも輝き続ける経営
ＣＳＲブランディングセミナー

～CSRブランディングは競争優位の源泉～

会　場：大阪印刷会館 ４階 大会議室
参加費：3,000円（テキスト「企業ブランドを実現するＣＳＲ」付）

申込締切：2/10（火）
定員：先着50名

講師：細田 悦弘氏（キヤノンマーケティングジャパン(株) 総務・ＣＳＲ本部主席）

ＣＳＲ推進委員会

経営・マーケティングのヒントをつかもう！
第2弾“印刷道塾”（情報発信セミナー）

～そこまで言っていいんかい～

会　場：太閤園 3階「ダイヤモンドホール」
参加費：無料（事前登録制）

申込締切：2/15（日）
定　員：先着100名

第1部 印刷道とは（2） 講師：浦久保康裕氏（全印工連 産業戦略デザイン室委員）
第2部 パネルディスカッション
◎パネラー：林伸明氏（(有)林印刷所 代表取締役社長）／二口晴一氏（(株)二口印刷 代表取締役社長）
　　　　　 宮田玲氏（(株)渡辺護三堂 代表取締役社長）
◎コーディネーター：浦久保康裕氏（経営革新・マーケティング委員会担当 副理事長）

経営革新・マーケティング委員会

220
17：00～19：00

㊎

2 26
18：00～20：00

㊍

利益を生み出す！！見える化セミナー
10億、30億、50億、100億の壁はこうして越えろ！！

3つの見える化で未来を創造するBrain Trust Consultingの「チーム経営」

会　場：太閤園 2階「ゴールデンホール」
参加費：全印工連組合員 1名 2,000円、 その他 1名 3,000円

申込締切：2/18（水）
定　員：先着100名

講師：長濱晋氏（（株）Brain Trust Consulting 代表取締役社長）

教育・研修委員会

情報セキュリティ・危機管理対応システムおよび制度について
ＣＳＲセミナー

～緊急事態に備えていますか？～

会　場：大阪印刷会館 ４階 大会議室
参加費：無料（事前登録制）

申込締切：3/10（火）
定員：先着50名

講師：①緊急通報・安否確認システム 野村紀栄氏（（株）イーネットソリューションズ）
　　 ②クラウドバックアップサービス説明会 星光洋氏（（株）Ｔｏｏ）
　　 ③「日本印刷個人情報保護体制認定制度」（ＪＰＰＳ）説明会 金子一美氏（ＳＭＥ Ｓupport）

ＣＳＲ推進委員会317
15：00～17：00

㊋

34
18：00～20：00

㊌
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労務
相談 申込締切：開催日の１週間前

2／27（金）、3／13（金）、3／25（水）

申込締切：開催日の２日前

申込締切：開催日の２日前

3／26（木）

2／19（木）、3／19（木）

税務
相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ：大印工組事務局

◉労務相談（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
◉税務・法律相談（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。

I N FORMAT ION

㈱SANYO-CYP（東和支部）新社長に山村健司氏が就任。
㈱宗次（北支部）新社長に宗次健太氏が就任。
新和印刷㈱（東支部）新社長に本田康二氏が就任。
タカラ写真製版㈱（西和支部）新社長に小田公成氏が就任。
宝印刷㈱大阪支店代表者に阿部芳實氏が就任。

新和印刷㈱（東支部）
本社 平成２６年１１月１日から以下に移転。
〒５５０-００１３ 大阪市西区新町１-２３-８ 石田大成社ビル
TEL.０６-６５３６-２１５０　FAX.０６-６５３６-７３００
㈱グラフィカ（北親支部）
本社 平成２６年１１月４日から以下に移転。
〒５３２-００１１ 大阪市淀川区西中島３-１０-１３ 新大阪物産ビル８階
TEL.０６-６３０５-１６６０　FAX.０６-６３０５-１６６６
㈱和泉印刷社（北親支部）
本社 平成２６年１２月１日から以下に移転。
〒566-0041 摂津市北別府町４-６
TEL.０６-６１９５-９５６０　FAX.０６-６１９５-９５６６

【移　　転】
㈲ディーティーピーセンター（福島支部）清水義隆社長
〒5３０-004７ 大阪市北区西天満３-13-9 TEL.06-6362-0015
㈱サンパック（南睦支部）奥野崇志社長
〒5４4-00１２ 大阪市生野区巽西1-4-25 TEL.06-6753-0911
山田製本㈱（福島支部）山田守雄社長
〒553-0002 大阪市福島区鷲洲1-10-22 TEL.06-6４５８-0948
㈱ヤマガタ（東和支部）城戸高史社長
〒５４０-００２６ 大阪市中央区内本町1-1-1 TEL.06-6941-3171

【新入会員】

竹本キヨ子氏(福島支部)綜合帳票工業社　代表者のお母様
平成２６年１１月７日死去。86歳。
山本次恵氏(天親支部)大兼印刷㈱　代表者のお母様
平成２６年１２月３日死去。８０歳。
名古百合子氏(西和支部)㈱名古箔押所　代表者のお母様
平成２６年１２月６日死去。８１歳。
松浦信三氏（西和支部）タカラ写真製版㈱　代表者様
平成２６年１２月１９日死去。７６歳。
大文字賢治氏（天親支部）大文字美術印刷㈱　代表者のお父様
平成２６年１２月２３日死去。81歳。

【訃　　　報】

【代表者交代】
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（順不同）著 名 営 業 案 内

（株）NPCコーポレーション
北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）
都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

第一印刷出版（株）
西区川口1-4-28
TEL.6537-7891
FAX.6537-7892

邨田印刷紙器（株）
福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）
西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）
淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）
淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）
門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）
東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

（株）アート印刷所
東成区神路3-8-15
TEL.6972-6191
FAX.6972-2688

キ ハ ラ 工 芸（株）
中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）
中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）
東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）
東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

（株）二 口 印 刷
西区土佐堀1-6-5
TEL.6447-0020
FAX.6441-4762

サン美術印刷（株）
東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）
天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社
天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）
東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）
八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社
西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ
西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）
阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）
住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）
平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）
淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557




